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研究成果概要 
本研究は、O6以降に予定されている KAGRAの高周波アップグレードへ向けた技術開発を目指すもの

である。着手すべき課題は様々あるが、2025 年度は特に鏡のサスペンションファイバーの熱雑音問題

に焦点を当てた。これは、将来のアップグレード目的だけでなく、現在の KAGRA においてもサファ

イアサスペンションファイバーの熱雑音レベルが設計値よりも遥かに大きいという問題が明らかとな

っており、喫緊の課題である。 

2025 年度は主に２つの成果があった。１つはドイツ・カールスルーエ工科大学との共同研究で、サフ

ァイアファイバーの機械的 Q値測定である。機械的 Q値は熱雑音に寄与する物性パラメータであり、

いくつかのネールヘッド（端子部のサファイアブロック）付きサファイアファイバーおよびシリコンフ

ァイバーについて測定を行った。この結果、KAGRAで用いているスミセラム接合サファイアファイバ

ーは過去のデータと一致し、15Kで Q~105であることを確認した。また、シリコンファイバーではチ

タン製クランプを用いると 15K で Q〜5x105と良い結果が得られることも分かった。サファイアでも

同様に良い Q値が得られることが分かり、チタンクランプが有望であることを突き止めた。２つ目は、

イギリス・グラスゴー大学との共同研究で、炭酸ガスレーザーを用いたサファイアファイバーの溶接の

試みである。これはグラスゴー大が開発した技術であり、サファイアファイバーに適用させるため東大

院の学生１名を３か月間同大に派遣し、複数のサンプルを作成した。Q値評価はまだ途上である。 

これらの研究は、本共同利用研究に加えて東大、NAOJ、KEK、KAGRAの複数の予算を活用して実現

させた。2026年度も引き続きこの研究を推進する予定である。 
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